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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月13日(2010.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス放電光源用の始動装置であって、
　ガス放電光源のフィラメントを通じた電流の流れを計測するよう構成された電流センサ
と、
　前記電流センサおよび前記フィラメントと結合されるよう構成されたプロセッサであっ
て、前記電流センサからの電流通知と、前記フィラメントの電圧を受信するよう動作可能
であるプロセッサと、
　を備え、
　前記プロセッサは、前記ガス放電光源に最初にエネルギー供給されるたびに、前記電流
通知および前記電圧から前記フィラメントのコールド抵抗値を算出するよう動作可能であ
り、
　前記プロセッサは、前記算出されたコールド抵抗値に基づいて前記プロセッサによって
判定可能である期間にわたって前記フィラメントを予熱するようさらに動作可能であるこ
とを特徴とする始動装置。
【請求項２】
　前記フィラメントは、第１および第２フィラメントを有しており、前記始動装置は、前
記第１および第２フィラメントの間にならびに前記プロセッサに結合されたスイッチをさ
らに備え、前記スイッチは、前記放電光源に最初にエネルギー供給された際に閉路されて
前記第１および第２フィラメントを予熱し、前記算出されたコールド抵抗値に基づいて判
定された時間の後に開路されるように、前記プロセッサによって制御可能である請求項１
に記載の始動装置。
【請求項３】
　前記第１および第２フィラメントは、前記スイッチが閉路された際に、互いに直列接続
され、なおかつ電源と直列接続されるよう構成されており、前記スイッチが開路された際
に、前記放電光源内に含まれているプラズマを介して前記電源と直列に電気的に結合され
るよう構成されている請求項２に記載の始動装置。
【請求項４】
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　前記プロセッサは、前記算出されたコールド抵抗値に基づいて前記ガス放電光源に固有
のホットフィラメント抵抗値を算出し、前記第１および第２フィラメントの少なくとも１
つの抵抗値が前記算出されたホットフィラメント抵抗値以上である際に前記スイッチを開
路するようさらに動作可能である請求項２に記載の始動装置。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記電流信号および前記電圧に基づいて前記第１および第２フィラ
メントの少なくとも１つの計測抵抗値を反復的に算出し、前記計測抵抗値が略前記算出さ
れたホットフィラメント抵抗値以上になることに基づいて判定可能である期間にわたって
前記フィラメントを予熱するようさらに動作可能である請求項４に記載の始動装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記算出されたホットフィラメント抵抗値に到達する時間を計測す
るよう動作可能であり、前記算出されたホットフィラメント抵抗値に到達するべく判定さ
れた期間が超過した場合に通知を提供するようさらに動作可能である請求項４に記載の始
動装置。
【請求項７】
　前記始動装置は、前記ガス放電光源の少なくとも一部を形成しているハウジング内に含
まれている請求項１に記載の始動装置。
【請求項８】
　前記フィラメントには、交流電源によって電力供給可能であり、前記プロセッサは、前
記交流電源の周波数の少なくとも２倍のレートで前記電圧および電流をサンプリングする
よう動作可能である請求項１に記載の始動装置。
【請求項９】
　ガス放電光源を始動する方法において、
　ガス放電光源に電源によってエネルギー供給するステップであって、前記ガス放電光源
は、第１および第２フィラメントを含んでいる、ステップと、
　スイッチを閉路することにより、前記第１および第２フィラメントを互いに直列に接続
し、なおかつ、前記第１および第２フィラメントと前記電源と直列に結合するステップと
、
　前記ガス放電光源に最初にエネルギー供給されるたびに、前記ガス放電光源の前記第１
および第２フィラメントの少なくとも１つのコールド抵抗値を算出するステップと、
　前記算出されたコールド抵抗値に基づいた期間にわたって、前記電源によって前記第１
および第２フィラメントを予熱するステップと、
　前記予熱が完了した際に前記スイッチを開路するステップと、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２フィラメントの少なくとも１つのコールド抵抗値を算出するステッ
プは、前記第１および第２フィラメントの少なくとも１つの電圧と、前記第１および第２
フィラメントの少なくとも１つを通じた電流とを計測し、これらから前記コールド抵抗値
を算出するステップを備える請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２フィラメントを予熱するステップは、前記第１および第２フィラメ
ントの温度上昇に伴って、所定の時間間隔において、前記第１および第２フィラメントの
少なくとも１つの電圧と前記第１および第２フィラメントの少なくとも１つを通じた電流
を計測するステップを備える請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記電源は交流電源であり、前記所定の時間間隔は、前記電源の周波数を上回っている
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　電圧を計測するステップは、前記計測された電圧および電流に基づいて、前記第１およ
び第２フィラメントの少なくとも１つの計測フィラメント抵抗値を算出するステップをさ
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らに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　コールド抵抗値を算出するステップは、前記ガス放電光源に固有の既定のランプ抵抗比
と前記算出されたコールド抵抗値に基づいて、ガス放電光源固有のターゲットホットフィ
ラメント抵抗値を算出するステップをさらに備える請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スイッチを開路するステップは、前記計測フィラメント抵抗値が、算出されたガス
放電光源固有のターゲットホットフィラメント抵抗値に到達またはこれを超過した際に前
記スイッチを開路するステップを備える請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記スイッチが開路された際に、前記ガス放電光源内においてアークを発生させるステ
ップをさらに備える請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アークの発生に失敗した際に、前記算出されたコールド抵抗値に基づいた前記期間
を調節し、前記スイッチを閉路して前記調節済みの時間期間にわたって前記電源によって
前記第１および第２フィラメントを予熱するとともに、前記予熱が完了した際に前記スイ
ッチを再度開路するステップをさらに有する請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ガス放電光源用の始動装置であって、
　プロセッサで実行可能な命令を記憶するよう構成されたメモリ装置と、
　放電光源内に含まれている第１および第２フィラメントを電源と直列に接続するスイッ
チを閉路するための、前記メモリ装置内に保存される命令と、
　前記第１および第２フィラメントに最初に前記電源によってエネルギー供給されるたび
に前記第１および第２フィラメントの少なくとも１つのコールド抵抗値を算出するための
、前記メモリ装置内に保存される命令と、
　前記算出されたコールド抵抗値に基づいて判定された期間の後に前記スイッチを開路す
るための、前記メモリ装置内に保存される命令と、
　を備えることを特徴とする始動装置。
【請求項１９】
　コールド抵抗値を算出するための前記命令は、前記第１および第２フィラメントの少な
くとも１つの計測電圧をサンプリングするとともに前記第１および第２フィラメントの少
なくとも１つを通じた計測電流をサンプリングして前記コールド抵抗値を算出するための
、前記メモリ装置内に保存される命令を備える請求項１８に記載の始動装置。
【請求項２０】
　前記メモリ装置内に保存されている特性比率情報にアクセスし、こちらも前記メモリ内
に保存されている前記第１および第２フィラメントの少なくも１つの既定の望ましいアー
ク発生温度に基づいて前記第１および第２フィラメントの少なくとも１つのホット抵抗値
を算出するための、前記メモリ装置内に保存される命令をさらに備える請求項１８に記載
の始動装置。
【請求項２１】
　監視対象の電流信号および監視対象の電圧信号に基づいて前記第１および第２フィラメ
ントの少なくとも１つの計測抵抗値を算出し、前記計測抵抗値が前記算出されたホット抵
抗値以上である場合に前記スイッチを開路するための、前記メモリ装置内に保存される命
令をさらに備える請求項２０に記載の始動装置。
【請求項２２】
　前記スイッチが前記期間後に開路された際に前記アークが発生しない場合に、前記スイ
ッチを再閉路するための、前記メモリ装置内に保存される命令と、
　前記メモリ装置内に保存される既定の望ましいアーク発生温度を増大させるための、前
記メモリ装置内に保存される命令と、
　前記算出されたコールド抵抗値および前記増大された既定の望ましいアーク発生温度に
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基づいて判定された拡張された期間の後に前記スイッチを再開路するべく前記メモリ装置
内に保存される命令と、
　をさらに備える請求項１８に記載の始動装置。
【請求項２３】
　前記スイッチが既定の期間内に開路されない場合に通知するための、前記メモリ装置内
に保存される命令をさらに備える請求項１８に記載の始動装置。
【請求項２４】
　前記スイッチが既定の期間内に開路されない場合に、前記スイッチを前記閉路位置に維
持して前記第１および第２フィラメントを燃え尽きさせるための、前記メモリ装置内に保
存される命令をさらに備える請求項１８に記載の始動装置。
【請求項２５】
　前記スイッチが既定の期間内に開路されない場合に、前記始動装置の動作を無効にする
ための、前記メモリ装置内に保存される命令をさらに備える請求項１８に記載の始動装置
。
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